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6.フ ィロウイルスは マ ールブルグ病、_エ ボラ出血熱、_

7 .発がんとの関係が明らかなヒ トのウイルスには_パ ピロ
ーマウイルス、

ロウイルス (他に H C V ,配 比 H m / - 8 ,なども可)二 などがある。
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細菌学試験問題 031307 番 号 氏名

1..グラム陰性の球菌にはヒトヘの病原性がある淋菌 (Neisscia gollorrhocaO)、髄膜炎菌 (Ncisscda

IIICIlittidds) がある。これらは2つ の菌細施が接しており、_双 球菌と呼ばれる。

2`グ ラム陰性好気性埠菌には緑膿菌 (_PscudomOIlas acruttOSa)の他に在郷軍人病の起因菌_

Lcgiollella plleulnopttia、野兎病の_Franciscna tularcnsis、百日咳の_Bordctclla pcrtussis、などがあ

る。一方、グラム陰性通性菌には腸内細菌科以外にビブリオ属がある。と卜の病因として問題にな

る菌は二VibiO cholcme、__Vibdo parahaclnOlyttcus、_二VibriO Vulnificus、などである。

3抗 酸菌には慢性感染症の原因菌があ り、と 卜では結核、ライ病を起因する。菌名は、_

M汗 ObaCtCriuln mberculosis、 _Mycobacに 五um lcprac、 とそ れ ぞ れ 呼 ば れ る。

4免 疫グロブリン (抗1本)は ヒトでは構造の違いから5種 (」gG、」 8NI、」 gD、」 gA、」 gE)

に分類される。このうら」 かIは 感染初期に発現し、 5量 体を形成する。」 揮 はアレルギ
ーの関

連因子である。_IgA(or lgEj、 」 gG は` T膨/1L招依存性にクラススイッチによって誘導される。抗

体の構造は分子量 5万 (kDa)の H鎖 2本 と分子量 2.5万 (kDa)の L鎖 2本 が共有結合した 4量

体である。抗原認識部位を_酪 b Or hypcrvariable rcgioll、抗体レセプターとの結合部位を_Fc or

constant rcgi皿_と 云う(

5.血 衆酵素系として生体防御に関与するシステムには_補 体系、_凝 固系 (キエン系、 線 溶系も

可)、などがある。

、などの原因ウイルスである。

EBウ イルス、_レ ト

8 . 2重 鎖 R N Aを グ ノム に もつ ウイ ル ス には_ R o t a地 述 、 R c o山 硝 ( O r  o r b i屯ば ) _な どが あ る。

これらのウイルス感染症は腸炎と下痢が主症状である。

9。人獣共通感染症は他動物のウイルスがヒトに感染して病原性を発揮する場合を含む。ウイルス

の例としてぷ abies virus(Or Rllabdovtts)、 Japanese cncepharitis virlls、上准110W fcvcr virlls、があ

り、疾患はそれぞれ_狂 大病、_日 本脳炎、_黄 熱病である。 (他 に多数あり;西ナイル熱、デ



ング熱、馬脳炎など)。

10.巡 Kの 肝炎ウイルスでフラビウイルスに属する代表的な肝炎ウイルスは_H(Ⅳ である。DNA

ウイルネで谷パ ドナウイルスに属する肝炎ウイルスは_HBVで ある。

11.原虫疾患は昆虫によって媒介されるものが多い。例えばマラリア1(malatta)―(ハマダラ)カ

~マ ラリア原虫 (plttmodiuIIl)である。 これ以外に、アフリカ睡眠病一 つ えつえバエ_

Tryrpallosoma、 リーシュマニア症一_san4 ny__晩 ishmaniaなどがある。

12,3種 混合ワクチンは_ジ フテリア、_百 日咳_、 _破 傷風_の 混合フクチンであったが、現在

は個別に接種される。

13新 興感染症として問題になっているウイルスを挙げよ…_ラ ッサ熱 (他に多数)_。 また、ウィ

ルス性腸炎の原因ウイルスとして急増しているウイルスを挙げよ_ノ ロウイルス_。

以下の設間に 200字 ていどの筆記と表などで答えよ

i`リンパ球の種類 と機能をまとめよ。

2.獲得免疫の起動におけるTou様 受容体と樹状細胞の役割について知る所を記せ。


